
 

 

 

 

 

   今年は３６災害より６０年目の年にあたり、各種の行事が行われま

した。川路まちづくり委員会と水防組合は、６０年を機に川路の治水

に関して見識を深めようと、天竜川上流河川事務所とオンラインで勉

強会を開くなどして参りましたが、治水の要になるダムに関して実際

に現地確認してみようとの声が高まり、まちづくり委員会と水防組合

の共同事業として、美和ダム・小渋ダムの見学会を、去る１１月２５

日に行いました。川路の関係者の見学会と言う事で、三峰川総合開発

事務所の菊地副所長、天竜川上流河川事務所の竹内調査課長、美和ダ

ムの上沼所長とそうそうたる皆様の出迎えを受けて、詳細に美和ダ

ム・小渋ダムの概要を治水の面を中心に勉強する事が出来ました。両

ダムは洪水対策機能を持っているわけですが、天龍峡地点に於けるダ

ムによる洪水対策目標 1,200㎥/sに対し、美和ダム 750㎥/s、小渋ダ

ム 1,000㎥/sの能力があることが判りました。しかし、この値は、時

間的制約が有り、洪水対策用の貯水能力を超えてしまう様な長雨が続

けば満水となり、流入量と放出量が同じ、つまり洪水対策機能の働か

ない状態となってしまいます。その為洪水対策用の貯水能力が重要と

なりますが、土砂の流入が続くとその能力は低下してしまいます。そ

こで土砂の採取が重要となる訳ですが、両ダムでは土砂バイパストン

ネルを近年設置し、稼働を始めております。日本で 4つのダムでしか

実施されていないこの土砂バイパストンネルを中心に見学をさせて頂

きました。土砂堆積に対する対策は素晴らしいものがありますが、排

出された土砂は下流の天龍峡一帯に一部堆積する訳であり、土砂の浚

渫が重要となります。菊地副所長のお話ですと、浚渫量は堆積量を上

回っており、心配ないとの事ですが、年１回行われる堆積土砂量の確

認が重要になります。又、令和元年の台風 19号の際の異常洪水時防災

操作に関しましては、役員会便り１２号でご説明しましたが、その際

の状況をお聞きしました処、1,100㎥/sの流入が想定され、洪水調整能

力は満水となり、1,100㎥/sの放流を想定し、一時は緊迫した状況にあ

ったと説明して頂けました。幸い予想が外れ、大事には至りませんで

したが、異常気象を考慮すると戸草ダムの建設は川路の安全の為に、

重要な課題となります。最近の雨の降り方などもあり、国交省内でも 

ダムの認識が変わってきたということで、着工には地域の声の大きさも重要とのお話でした。今回の視

察で課題が明確になって参りましたので、飯田市と一緒に働きかけを強めて参ります。 

今回対応頂いたダム関係者の皆さんが真剣に治水に向けて努力されている姿を拝見し、又川路の治水に

関して大きな関心を寄せて頂いていることが感じられ、大変心強く感じた視察でした。「一見は百聞に

如かず」今後も役員が交代する度に視察を行い、治水に対する関心を高め、フォローして参ります。 
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  １１月２２日より２８日まで１週間、川路公民館大会議室で川路文化祭の展示が行われました。 

夜も９時まで見学が出来、「公民館での展示は時間的にも、地理的にも今までより便利になった」との

感想を多くの方から頂きました。ところで皆さんは、川路小学校４年生の研究発表をご覧になりました

か？川路の河川の水質状況を分析した研究発表ですが、その内容の素晴らしいことに大変驚きました。

読まれていない方の為に、研究の背景とまとめの部分を抜粋してご紹介します。水辺に生きている昆虫

を採取し、各河川の綺麗さを確認し、科学的な分析も加えて川路の河川の清浄度を分析しています。川

路の河川の源は、三穂境の里山から湧き出る清水ですが、里山の重要性が良く判ります。是非この分析

活動を継続して頂き、川路の河川の清浄度のチェックと水質改善活動の PRを実施して頂けたら嬉しく

思います。１２月より里山管理組合設立に向けて本格検討に入って参りますが、タイミング良い小学４

年生の活動報告を読ませて頂き、大人も頑張らなくてはと意を強くした文化祭展示でした。 

 

 

 

１１月２８日川路小学校体育館で川路文化祭の芸能発表

会が行われました。３２２人の皆さんに来て頂き、大変盛

り上がった芸能発表会となりました。立って見学された方

も大勢おられました。中でも感心したのは川路小学校３年

生の人形劇「スーホの白い馬」でした。後ろの方の席から

「レベルが高い！大学生の人形劇より素晴らしいなー。」

との感想が漏れ聞こえてきました。人形の操り方も上手で

したが、３年生全員での合唱が素晴らしい出来でした。最

後に歌いながら順番に挨拶をしてくれましたが、その演出

もとても素晴らしかったです。 

前述の川路小学校４年生の研究発表と言い、子どもたちの  

活躍が目立った文化祭になりました。子どもたちも発表が 

できて私たちも成長を見られる、文化祭を開催する価値が 

こういうところにあるのかと改めて感じる事が出来まし  

た。朝早くから会場を暖めて、準備をして頂いた公民館の  

役員の皆さん、大変お疲れ様でした。 

追伸：飯田カネト合唱団の劇はレベルが高く格別でした。 

  文化祭展示が長期間行われました 

川路文化祭展示に発表された川路小学校４年生の研究発表。一部背景とまとめの抜粋。 

 文化祭芸能発表会が盛大に行われました 

川路保育園の子ども達「歌と踊りの発表」 

川路小学校３年生の人形劇「スーホの白い馬」 

飯田カネト合唱団による「合唱劇」 


